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 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第９項の規定により、

平成２６年度定期監査（前期）の結果に関する報告を決定したので、次のと

おり提出する。 
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１ 定期監査（前期）実施期間 

平成２６年４月３日（木）から平成２６年９月２日（火）まで 

 

２ 監査対象部局等 

区長室、総合政策部（新宿自治創造研究所担当部を含む）、総務部、地域文化部、 

福祉部、子ども家庭部、健康部、みどり土木部、環境清掃部、都市計画部、会計室、

教育委員会事務局、議会事務局、選挙管理委員会事務局、監査事務局 

 

３ 監査事項 

平成２５年度における予算及び事務事業の執行状況並びに財産及び物品の管理に

ついて監査を実施した。なお、現金等の管理については、平成２６年度における監

査実施日の状況を監査した。 

今年度は、「借用物品の管理について」を重点事項として監査した。 

 

４ 監査の方法 

監査委員は、別表１のとおり、各部局等から関係部課長等の出席を求め、決算審

査とあわせて監査を実施した。また、別表２のとおり、本庁外職場（監査対象とす

る行政機関及び係長級施設）の実地監査を行った。 

監査委員の命を受けた事務局職員は、監査資料、関係書類、帳票等を調査すると

ともに、関係職員から説明を聴取し、別表３、４のとおり監査を実施した。 

 

５ 監査の結果 

平成２５年度における予算及び事務事業の執行状況並びに財産及び物品の管理に

ついては、おおむね適正に行われているものと認められた。 

また、重点事項については後記「６ 重点事項」のとおりである。 
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６ 重点事項 

⑴ 監査の観点 

区が保有する「物品」については、新宿区物品管理規則（昭和３９年新宿区規

則第２２号。以下「規則」という。）において、備品、消耗品、材料品、動物、不

用品、借用物品に区分されている。そのうち、借用物品については、区の金銭会

計・物品管理マニュアルに「使用のために保管している区の所有に属さない物品」

と明記されている。 

備品及び不用品に関しては財務会計システムのデータファイルに登録し、整理

しなければならず、材料品及び動物に関しては帳簿を備え整理しなければならな

い。しかし、借用物品の管理に関しては、このような規定はない。 

そこで、借用物品について、実態を調査し、今後の適切な管理に資するため、

重点事項として監査することとした。 

 

⑵ 監査対象 

  平成２６年３月３１日現在において保有している借用物品 

 

⑶ 主な着眼点 

ア 借用物品は、適正な契約（手続き、処理及び履行）に基づくものとなってい

るか。 

イ 借用物品について、出納機関の事務処理は適正に行われているか。 

ウ 借用物品について、保管は適切であるか。 

エ 借用物品について、所定の検査は適正に行われているか。 

 

⑷ 借用物品の状況 

  ア 平成２６年３月３１日現在の借用物品の保有状況は次のとおりであった。 
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部局名 
課の数 

点数 
組織 保有 

区長室 ５ ３ ４３ 

総合政策部  ５ ２ ４６，９８３ 

総務部 ６ ４ ３，１５８ 

地域文化部  １７ １６ ２０３ 

福祉部  ６ ５ ３１３ 

子ども家庭部  ５ ４ ２，３１７ 

健康部  ９ ９ １０３ 

みどり土木部 ４ ３ ４６ 

環境清掃部  ３ ３ ５７ 

都市計画部 ６ ３ １８ 

会計室 １ ０ ０ 

議会事務局  １ １ ２ 

監査事務局 １ ０ ０ 

選挙管理委員会事務局 １ １ ３ 

教育委員会事務局 ５ ２ ４２，５３８ 

合   計 ７５ ５６ ９５，７８４ 

   ※１ 総合政策部には新宿自治創造研究所担当部を、教育委員会事務局には中

央図書館を、その他の部には監査対象となっている本庁外職場を含む。 

   ※２ 点数は、式、組、個の単位を問わず、所管課の数え方による数値である。 

 

 イ 保有する借用物品は、賃貸借又は委託等によるものが９５，７５５点で、使

用貸借によるものが２９点であった。 

   また、借用物品の種類については、ほとんどが事務機器であり、その中でも、

各種システムに係るコンピュータ、ソフトウェア及び関連機器が大きく占めて

おり、次いで複写機であった。そのほか、カラオケシステム、自動体外式除細

動器などがあった。 
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⑸ 着眼点別の状況確認 

 ア 借用物品は、適正な契約（手続き、処理及び履行）に基づくものとなってい

るか。 

契約に関する手続き、処理及び履行については、おおむね適正に行われてお

り、借用物品は、これに基づき使用されていた。 

    なお、契約書に契約期間満了時等における物品の返還に係る費用負担が明記

されていないものが見受けられた。 

 

イ 借用物品について、出納機関の事務処理は適正に行われているか。 

  借用物品の受入れ及び払出しの出納手続の処理は、おおむね適正に行われて

いた。 

 

ウ 借用物品について、保管は適切であるか。 

  物品は、良好な状態で常に供用し、又は処分することができるようにこれを

保管しなければならないが、借用物品の保管はおおむね適切であった。 

   

エ 借用物品について、所定の検査は適正に行われているか。 

  規則第３６条の規定による自己検査は、借用物品も対象とし、年度内に２回

実施していた。会計管理者に対する報告は、おおむね適正に行われていた。 
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７ まとめ 

今回の定期監査は、平成２５年度における予算及び事務事業の執行状況並びに財

産及び物品の管理を対象に行った。 

区は、「将来にわたり健全な区財政の確保を基本に、直面する課題に重点的に取り

組み、これからも区民が安心して暮らせる施策を着実に推進する」ことを平成２５

年度の基本方針として予算を編成し、事業に取り組んできた。 

 定期監査にあたっては、このような背景を踏まえて、適正かつ効率的に執行され

ているかを検証するとともに、公平かつ公正な区政運営を確保するために、決算審

査との連携を図りながら実施した。 

あわせて、継続性のある監査の観点から、過去に改善を要望した事項について、

その改善状況を確認した。 

 

公表する指摘事項は、認められなかった。 

なお、公表までは至らないが、改善を要望した主な事項については、以下のとお

りである。 

 ⑴ 証券の受領等について 

証明書等の郵送請求において、その手数料として同封されていた定額小為替証

書が受領日時点で発行日から６か月間の有効期限を経過していたにもかかわらず、

このことに気付かず事務処理を進めたものがあった。証券の受領等における会計

処理については、金銭会計・物品管理マニュアル等を活用し、職員一人ひとりに

正しく理解させるとともに、組織としてチェック体制の強化を図られたい。 

⑵ 補助金交付事業の実施について 

   要綱等により実施している補助金交付事業において、補助金額の算出に関して

要綱等の解釈及び運用が不明瞭であるもの、実績報告内容の確認に不十分な点が

見受けられるもの等があった。補助金制度の適切で公平な事務の執行に取り組ま

れたい。 

⑶ 印刷物の作成について 

   同一の印刷物について、印刷製本請負契約を複数回行った結果、契約の都度、

単価が大きく異なるものが見受けられた。発注ごとに作成部数が異なること等に
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より単価の差が生じたものであったが、必要部数を精査し計画的に購入する、又

は契約方法を見直すことにより経費を抑えられる可能性がある。効率的な予算執

行を図られたい。 

 ⑷ 文書の取扱いについて 

委託業務報告書、完了届等の区に提出された文書は、業務の履行確認等のため

にも収受した日を明らかにすることが重要である。しかし、収受した日が明確で

ないものが見受けられた。職員が文書に関する取扱いの基本を押さえた処理がで

きるよう指導監督に努められたい。 

⑸ 重点事項である借用物品の管理について 

借用物品の取扱いに関しては、規則上の扱いは消耗品とほぼ同様であるが、借

用物品は、高額なものもあり、消耗品に比してより適切な管理が求められるもの

であることから、区として取扱いに留意されたい。 

   

このほかにも、各部課に対し、監査委員及び監査委員の命を受けた事務局職員から

改善を要望した事項があった。 

今後の事務処理及び事業執行にあたっては、是正されることを望むものである。 
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別表１ 定期監査、決算審査の監査委員による質問日程・項目 

 

実 施 月 日 対 象 部 局 質   問   項   目 

7 月 8日(火) 会 計 室 ① 決算総括説明 

総 合 政 策 部 

 

① 平成25年度の財政運営について（財政指標、財

政調整基金等の動向を含む） 

７月 10日(木) 総 合 政 策 部 

（新宿自治創造研

究所担当部を含む） 

① 行政評価制度の推進について 

区 長 室 

 

① 区民意識調査及び区政モニター等による広聴活

動について 

② 災害情報システムの再構築について 

７月 11日(金) 総 務 部 ① 区民の視点に立ち自治の実現に努める職員の育

成について 

② 特別区税について 

選 挙 管 理 委 員 会 

事 務 局 

① 参議院議員選挙について 

７月 14日(月) 子 ど も 家 庭 部 ① ひとり親家庭福祉について（医療費助成を除く） 

② 保育園・幼稚園の子ども園への一元化について

（待機児童対策を含む） 

７月 15日(火) 教 育 委 員 会 

事 務 局 

① 学校支援体制の充実について 

② 日本語サポート指導について 

議 会 事 務 局 ① 区議会に関するアンケート調査について 

7月 17日(木) 都 市 計 画 部 ① 新宿駅周辺地区の整備推進について（東西自由

通路を中心に） 

② 細街路の拡幅整備について 

環 境 清 掃 部 ① 区民の低炭素な暮らしとまちづくりへの取組み

の促進・支援について 

② 資源回収の推進について 

７月 18日(金) 健 康 部 ① 国民健康保険特別会計について 

② 後期高齢者医療特別会計について 

③ 女性の健康支援について 
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実 施 月 日 対 象 部 局 質   問   項   目 

7 月 24日（木） 地 域 文 化 部 ① ＮＰＯをはじめ地域を支える社会活動団体のネ

ットワークの拡充と情報提供について（新宿ＮＰ

Ｏ協働推進センターの管理運営） 

② 漱石山房の復元に向けた取組みについて 

③ 中小企業向け制度融資について 

７月 25日(金) み ど り 土 木 部 

 

① 屋外広告物許可及び是正事務（許可及び指導）

について 

② 道路の無電柱化整備について 

7月 29日(火) 福 祉 部 

 

① 高齢者総合相談センターの機能強化について 

② 介護保険特別会計について 

③ ホームレス対策について（自立支援等に関する

推進計画の改定） 

 

 

 

 

別表２ 監査委員による本庁外職場の実地監査日程 

 

実 施 月 日 施  設  名 

6 月 2日(月) 四谷保健センター、箪笥町特別出張所 

6月 19日(木) 柏木特別出張所、中央図書館 
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別表３ 事務局職員による定期監査日程  

対 象 部 局 実 施 期 間 

区 長 室 4月 14日（月）～ 4月 23 日（水） 

総 合 政 策 部 

（新宿自治創造研究所担当部を含む） 
4 月 11日（金）～ 4月 23 日（水） 

総 務 部 4月 14日（月）～ 4月 25 日（金） 

地 域 文 化 部 5月 22日（木）～ 6月 12 日（木） 

福 祉 部 6月 10日（火）～ 6月 26 日（木） 

子 ど も 家 庭 部 5月 26日（月）～ 6月 9 日（月） 

健 康 部 5月 28日（水）～ 6月 17 日（火） 

み ど り 土 木 部 6月 18日（水）～ 6月 27 日（金） 

環 境 清 掃 部 4月 28日（月）～ 5月 9 日（金） 

都 市 計 画 部 6月 13日（金）～ 6月 27 日（金） 

会 計 室 4月 24日（木）～ 4月 25 日（金） 

教 育 委 員 会 事 務 局 4月 24日（木）～ 5月 13 日（火） 

議 会 事 務 局 5月 22日（木）～ 5月 23 日（金） 

選挙管理委員会事務局 4月 28日（月）～ 4月 30 日（水） 

監 査 事 務 局 6月 27日（金）～ 6月 30 日 (月） 
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別表４ 事務局職員による本庁外職場の実地監査日程  

実 施 月 日 施  設  名 

5 月 2 日(金) 柏木特別出張所 

5月 7 日(水) 箪笥町特別出張所 

5月 9 日(金) 落合第一特別出張所、落合保健センター 

5月 12日(月) 歌舞伎町清掃センター 

5月 13日(火) 戸塚特別出張所 

5月 14日(水) 四谷特別出張所、牛込保健センター、四谷保健センター 

5月 15日(木) 西新宿保健センター 

5月 19日(月) 若松町特別出張所、大久保特別出張所 

5月 20日(火) 落合第二特別出張所、角筈特別出張所 

5月 22日（木） 榎町特別出張所 

5月 26日（月） 東部工事事務所、東部公園事務所 

 

※ 子ども総合センター、新宿清掃事務所及び中央図書館（こども図書館を含む。）は、

本庁各部の実施期間内で実施した。 

※ 産業会館、新宿消費生活センター及び男女共同参画推進センターは、本庁各部の実

施期間内でその所管課と同時に実施した。 
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